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方法

【調査対象期間】
2006年1月－2013年12月

【調査項目】
① 施設背景

ベッド数、輸血を必要とする手術件数、輸血件数、血液型検査件数、交差
試験検査件数、不規則抗体検査件数

② 患者背景
性別、妊娠歴、輸血歴

③ 不規則抗体の検査方法
検査方法（生理食塩液法、間接抗グロブリン試験、酵素法）、検査手技
（試験管法、カラム法、固相法）、反応増強剤、試薬キット

④ 各不規則抗体の発現頻度
D, C, c, E, e, f, Ce, P1, M, N, S, s, Mia, Lea, Leb, Jka, Jkb, Jk3, Fya, Fyb, K, 
k, Kpa, Kpb, Dia, Dib, Lua, Lub, Xga, H 



参加施設
（全81施設）

日本：55 施設

韓国：21施設

上海：1施設

香港：1施設

マレーシア：1施設

タイ：2施設



不規則抗体同定症例数

male female total

Japan 5,092 7,193 12,285

South Korea 2,114 3,655 5,769

Thailand 1,036 1,695 2,731

Malaysia 287 688 975

Hong Kong 237 375 612

Shanghai 100 181 281

Total 8,866 13,787 22,653

(number of  cases)



日本における不規則抗体の発現率



• 日本における不規則抗体の発現率について、最新
のデータが明らかとなった。

• 各不規則抗体の発現率を、性別、妊娠歴別、輸血歴
別に解析し、その差異を明らかにすることができた。

• 今後、日本の赤血球同種免疫を研究する上で基本と
なる重要なデータを提示した。

日本における不規則抗体の発現率



• 日本における各不規則抗体の検出率について検査
法別に解析し、酵素法と間接抗グロブリン試験の長
短所を示すことができた。

検査法別の不規則抗体の検出率



日本における不規則抗体の発現率

－臨床的意義の高い抗体と低い抗体－

• 不規則抗体の発現率について、臨床的意義の高い抗
体と低い抗体に分けて解析し、輸血歴や妊娠歴との
関係を示した。



アジア諸国における不規則抗体の発現率



• アジア諸国における各不規則抗体の発現率につい
て、性別、妊娠歴別、輸血歴別に解析し、その差異
を明らかにすることができた。

• 今後、東アジアの赤血球同種免疫を研究する上で
基本となる重要なデータを提示した。

アジア諸国における不規則抗体の発現率
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総括と今後の展望

• 皆さまのご協力により、過去に前例のない多数例が解析
され、日本とアジア諸国における現在の不規則抗体の発
現に関し、詳細な結果が明らかとなった。

• 今回の大規模調査の経験をもとに、さらにエビデンスレベ
ルの高い前方向研究に拡大していく。

• 前方向に連続的に登録された症例を蓄積し、RBC輸血後
の各不規則抗体の発現率と抗体発現に関わる因子、抗
体別のDHTRの発生率と要因について解析する。さらに不
規則抗体とDHTRに関する登録システムの構築をめざす。

• 不規則抗体発現に関する前方向研究に、引き続きご参加
ください。


